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３．現状分析を踏まえた検討項目の設定 

２章で示した既往の災害情報共有システムの活用に関する実態調査結果より、災害情報シ

ステムの利用・活用にあたっての課題をまとめ、各課題を解決するための検討項目を設定し

た。まとめた課題と設定した検討項目を図３－１に示す。 
 

 
図３－１ 課題解決のための検討項目 

 

 以下の章では、各検討項目毎に検討結果等を示す。 
１．新たな災害対応業務モデルの構築：４章～７章 
２．災害情報共有プラットフォームの開発：８章８．１～８．３ 
３．災害情報共有プラットフォームの実務性の担保：８章８．４ 
 

３．個別部署・機関が独自にシステムを構築済み 

２．データ特性に応じた伝達手段が選択されていない

５．基図となる地図データ等が更新されない、更新に

は多大なコスト 

１．安易にシステムを導入し業務の流れに適合してい

ない 

６．災害対応の場にそぐわない煩雑な操作が必要 

３－⑤ バックアップ手段・体制切り替え手法の開発

７．システム脆弱性を踏まえた対策が取られていない

４．平常業務システムと独立して構築され、災害時に

使えない、平常時に使用しているデータを活用できな

い 

８．機能が多すぎて使いにくい、システムが重い 

２－① 必須機能要件の明確化 

１－② プラットフォームを含む業務モデルの具体化

（操作人員配置等） 

１．新たな災害対応業務モデルの構築 

１－① 各部署の災害対応上の役割の重要度・緊急

度の整理とそれに伴う情報の重要度の評価。 

３．災害情報共有プラットフォームの実務性の担保 

３－① データ辞書の開発 

３－② システムインターフェース仕様の開発 

３－③ FAXデータからの位置情報読みとり技術の開

発 

３－④ 間接位置参照データベースの開発 

２－② 操作性の高いGUI 

２．災害情報共有プラットフォームの開発 
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